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令
和
元
年
、
東
日
本
台
風
に
よ
る
千
曲
川

の
氾
濫
で
は
霞
堤
か
ら
溢
れ
た
水
で
住
宅
が

冠
水
し
、旧
海
津
城
跡
側
の
堤
防
が
決
壊
し
、

地
域
の
歴
史
を
認
識
す
る
重
要
性
が
問
い
か

け
ら
れ
た
。
本
稿
は
、
流
域
治
水
と
街
づ
く

り
が
連
動
す
る
意
義
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

１
．
流
域
全
体
か
ら
み
た
霞
堤
の
意
義

　
２
０
１
９
年
に
台
湾
の
研
究
者
と
千
曲
市

の
被
災
地
を
視
察
し
た
際
に
、「
日
本
の
霞

堤
は
、
世
界
で
も
唯
一
の
開
か
れ
た
堤
防
と	

い
う
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
遺
産
で
あ
る
」と
の

指
摘
を
受
け
た
。
霞
堤
は
増
水
し
た
河
川
か

ら
、
納
税
が
免
除
さ
れ
た
水
田
な
ど
へ
と
本

来
の
流
れ
と
は
反
対
方
向
に
水
を
逃
が
す
仕

組
み
で
あ
る
。
下
流
に
集
中
す
る
増
水
し
た

流
れ
と
反
対
に
水
を
逃
が
す
の
で
、
堤
防
や

田
畑
の
表
土
は
破
壊
さ
れ
ず
、
洪
水
の
集
中

や
堤
防
の
決
壊
を
避
け
ら
れ
る
。

　

加
え
て
河
川
本
体
の
流
量
が
減
る
と
、
豊

か
な
土
壌
を
残
し
つ
つ
、
自
然
排
水
で
き
る
。

ま
た
霞
堤
は
、
河
川
の
合
流
部
や
、
狭
窄
部

な
ど
水
位
が
上
昇
し
易
い
部
分
で
、
川
の
左

右
に
少
し
ず
ら
し
て
配
置
さ
れ
る
の
で
、
下

域
全
体
の
リ
ス
ク
を
合
理
的
に
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。
川
の
左
右
で
堤
防
強
度
が
異
な

り
旧
海
津
城
側
だ
け
が
決
壊
し
た
今
回
の

ケ
ー
ス
と
は
対
照
的
に
全
体
に
平
等
な
リ
ス

ク
分
散
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
洪
水
緩
和
と
排
水
の
両
立

は
土
地
利
用
間（
例
え
ば
農
地
と
河
川
、
増

水
し
て
も
冠
水
し
な
い
微
高
地
の
住
宅
）の

適
切
な
連
携
に
よ
り
実
現
す
る
。
残
念
な
が

ら
、
現
代
の
細
分
化
さ
れ
た
行
政
区
分
と
法

体
系
で
は
そ
の
実
現
が
難
し
い
。

２
．
流
域
全
体
で
の
排
水
量
の
増
大

　

現
代
社
会
に
お
け
る
排
水
機
構
は
、で
き

る
だ
け
早
く
水
を
集
め
、
排
水
す
る
た
め
に
、

全
体
的
に
み
れ
ば
、
結
果
的

に
流
域
下
流
部
で
洪
水
氾
濫

を
発
生
さ
せ
る
。
ア
メ
リ
カ
・

テ
キ
サ
ス
州
ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド
で

は
、
雨
水
浸
透
が
な
く
、
洪
水

な
ど
の
リ
ス
ク
が
小
さ
い
エ
リ

ア
に
住
宅
が
開
発
さ
れ
る
よ

う
な
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
た
。

１
９
９
７
年
以
降
、
水
が
浸
透

し
や
す
い
土
地
に
も
住
宅
開
発

が
拡
大
し
、
流
域
の
雨
水
流
出
量
が
１・
５

倍
に
増
加
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

３
．
今
後
の
流
域
治
水
へ
の
ヒ
ン
ト

　

今
回
の
千
曲
川
に
お
け
る
洪
水
の
背
景
に

は
、
上
流
部
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

な
ど
に
よ
る
排
水
量
の
増
大
と
、
水
が
一
時

的
に
逃
げ
込
む
場
所
の
喪
失
な
ど
が
関
連
す

る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
加
え
て
霞
堤
に
は

数
百
年
も
残
さ
れ
て
き
た
合
理
性
や
、
文
化

的
な
意
義
も
高
い
。
単
な
る
減
災
効
果
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
河
川
と
住
宅
と
の
連
続
性

や
、
そ
こ
に
残
る
生
物
多
様
性
も
併
せ
て
再

評
価
さ
れ
る
価
値
が
あ
る
。

　

朝
夕
に
渋
滞
が
起
こ
る
現
代
の
道
路
に
比

べ
て
、
河
川
や
背
景
の
山
並
み
が
次
々
と
移

り
変
わ
る
霞
堤
は
、
地
元
の
人
々
の
渋
滞
の

な
い
魅
力
的
な
生
活
道
路
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
多
面
的
な
価
値
と
千
曲
川
ら

し
い
川
辺
と
も
農
地
に
も
公
園
に
も
な
り
う

る
空
間
の
認
識
や
再
評
価
が
必
要
で
あ
る
。

（1）森・川・海・人の絆第 29 号	 		ほんりゅう	 2021.10.25

千
曲
川
決
壊
の
歴
史
的
背
景	

― 

透
水
性
と
洪
水
の
逃
げ
場
の
重
要
性 

―

上
原
　
三
知（
信
州
大
学
准
教
授
）

大
河
の
一
滴			

（
29
）

▲1947年の千曲市における霞堤と集落の
関係：矢印（太い）が千曲川の本線、矢印（点
線）は本線の水量が増加した場合のみ一時
的に水の逃げ場となる霞堤の開口部とそれ
を受け入れる水田。堤が開いているので、増
水量に応じて柔軟に浸水範囲を広げること
で破堤もなく、微高地上に立地する住宅の
冠水確率も小さい。


